
現
在
開
催
中
の
「
八
代
亜
紀
展
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
サ
イ
ン
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

八
代
亜
紀
さ
ん
に
ご
自
身
の
作

品
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

展
示
期
間

９
月
24
日
ま
で

入
館
料

大

人

500
円

小
中
高
生

250
円

※
20
名
以
上
団
体
及
び
前
売
り
は

２
割
引

熊
野
筆
販
路
開
拓
事
業
の
一
環

と
し
て
「
熊
野
筆
の
総
合
販
売
所
」

「Kumanofude.com
shop

」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

書
筆
１
千
５
百
種
、
化
粧
筆
４

百
種
、
画
筆
５
百
種
の
筆
の
中
か

ら
お
気
に
入
り
を
選
ん
で
く
だ
さ

い
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は

文
字
彫
り
・
絵
て
が
み
実
演
・
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
実
演
等
を
行
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
に
参
加
で

き
る
・
入
館
料
が
無
料
・
教
室
等

の
参
加
費
割
引
特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

Ｐ
Ａ
Ｌ
ス
ー
パ
ー

１
万
円

Ｐ
Ａ
Ｌ
フ
ァ
ミ
リ
ー

５
千
円

Ｐ
Ａ
Ｌ

２
千
円

申
込
み
先

筆
の
里
工
房

筆
の
里
工
房
で
は
い
ろ
い
ろ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内
容

社
会
見
学
案
内
・
筆
実
演

補
助
員
・
筆
の
里
工
房
周
辺
清
掃
・

そ
の
他
筆
の
里
工
房
に
協
力
で
き

る
人
詳
細
・
申
込
み
先

筆
の
里
工
房

日
本
赤
十
字
広
島
県
支
部
で
は
、

日
韓
相
互
交
流
事
業
と
し
て
、
両

国
の
青
少
年
赤
十
字
の
メ
ン
バ
ー

が
相
互
訪
問
を
お
こ
な
い
、
次
世

代
へ
む
け
て
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
県
内
加
盟
校
の
中

か
ら
10
名
が
選
ば
れ
、
当
町
か
ら

は
、
熊
野
中
学
校
の
川
尻
恵
美
さ

ん
と
、
熊
野
東
中
学
校
の
土
井
河

修
さ
ん
が
、
韓
国
へ
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
８
月
３
日
か
ら
８

日
ま
で
一
週
間
、
韓
国
青
少
年
赤

十
字
の
メ
ン
バ
ー
と
行
動
を
共
に

し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

(

生
涯
学
習
課)

６
月
13
日

広
島
市
中
区
の
エ

ソ
ー
ル
広
島
で
開
催
さ
れ
た
青
少

年
育
成
広
島
県
民
会
議
の
第
13
回

総
会
に
お
い
て
、
仏
円
大
源
さ
ん

（
初
神
）
と
南
田
静
子
さ
ん
（
川

角
）
が
『
青
少
年
育
成
功
労
者
』

と
し
て
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
仏
円
さ
ん
、
南
田
さ
ん
の
お
二

人
は
町
の
青
少
年
問
題
協
議
会
の

委
員
と
し
て
、
ま
た
、
青
少
年
育

成
く
ま
の
町
民
会
議
の
結
成
当
初

か
ら
常
任
委
員
と
し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
に
大
い
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
度
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

(

生
涯
学
習
課)

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
榊
山
神

社
神
楽
踊
り
を
今
年
も
８
月
15
日

午
後
２
時
ご
ろ
か
ら
、
榊
山
神

社
境
内
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

昨
年
度
、
県
の
補
助
金
に
よ
り

新
た
に
太
鼓
の
皮
を
張
替
え
、
太

鼓
の
音
が
、
遠
く
ま
で
響
き
わ
た

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

榊
山
神
社
所
蔵
の
和
太
鼓
の
内

側
に
は
「
弘
治
二
年
（
１
５
５
６

年
）
丙
辰
八
月
朔
日
祈
願
に
付
踊

申
候
」
と
あ
り
、
当
時
、
農
民
の

至
宝
と
も
い
う
べ
き
牛
が
多
く
死

に
、
ま
た
田
畑
を
荒
ら
す
虫
害
が

著
し
か
っ
た
た
め
、
撲
滅
の
祈
願

祭
を
行
い
、
そ
の
祈
願
ほ
ど
き
と

し
て
神
楽
踊
り
を
奉
納
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
榊
山
神
社
神
楽
踊
り
は
、

多
く
の
小
唄
（
組
み
歌
）
を
伴
う

一
種
の
風
流
踊
り
で
す
が
、
独
特

な
節
と
動
作
が
あ
り
、
現
在
の
盆

踊
り
の
原
形
と
も
い
え
る
手
踊
り

の
な
い
盆
踊
り
で
す
。

こ
の
踊
り
は
、
今
日
ま
で
絶
え

る
こ
と
な
く
踊
り
継
が
れ
、
言
い

継
が
れ
て
き
た
大
変
希
少
な
郷
土

の
民
俗
芸
能
で
す
。

(

生
涯
学
習
課)
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筆の里工房８月の休館日
８月６日･13日･20日･27日

〒731 4293 広島県安芸郡熊野町3115 １
TEL(082)855 3010 FAX(082)855 3011
開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）
URL:http://www.fude.or.jp/

八
代
亜
紀
絵
画
展

Kumanofude.com
shop

オ
ー
プ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

青
少
年
赤
十
字

日
韓
相
互
交
流
事
業
に

熊
野
町
か
ら
２
名
が
派
遣

仏
円
さ
ん
・
南
田
さ
ん

平
成
13
年
度
会
長
表
彰
を
受
賞

「
榊
山
神
社
神
楽
踊
り
」

８
月
15
日

開
催

▲榊山神社所有の
和太鼓の内側



７
月
９
・
10
日
、
イ
ー
ス
ト
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
生
が
、
熊
野
高
校

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

９
日
は
生
徒
会
と
の
交
流
会
、

茶
道
部
な
ど
を
見
学
さ
れ
、
10
日

は
１
限
目
英
語
の
授
業
見
学
、
２

限
目
に
日
本
文
化
で
あ
る
『
書
道
』

に
つ
い
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

最
初
に
本
校
の
生
徒
が
書
い
て

見
せ
て
、
そ
の
後
イ
ー
ス
ト
カ
ロ

ラ
イ
ナ
大
学
生
が
「
掛
け
軸
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
畳
一
畳
の
大
き
さ
の

用
紙
に
本
校
生
徒
が
「
大
書
」
を

披
露
し
た
と
き
に
は
、
驚
き
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
交
流
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
「
日
本
の
文
化

を
も
っ
と
う
ま
く
世
界
の
人
々
に

伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
な
く
て

は
。」
と
、
そ
の
後
の
練
習
に
熱

が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

熊
野
町
で
は
毎
年
夏
・
冬
の
２

回
、
町
内
の
先
生
方
を
対
象
に
研

修
会
を
開
い
て
お
り
、
今
回
は
次

の
教
育
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
多
田
チ
ャ
ニ
ン
ト
ー

ン
さ
ん
は
、
タ
イ
の
ご
出
身
で
広

島
市
在
住
で
す
。

「
自
国
を
愛
せ
る
も
の
が
他
国

も
愛
せ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
歯
切

れ
よ
く
語
ら
れ
る
文
化
論
・
教
育

観
は
各
地
で
好
評
で
す
。

保
護
者
の
方
々
、
一
般
の
方
々

も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
先
生
方
と
一

緒
に
、
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

８
月
30
日

午
前
10
時
～
午
前
11
時
半

と
こ
ろ

町
民
会
館

講
堂

演

題

「
外
か
ら
見
た
日
本
」

講

師

多
田
チ
ャ
ニ
ン
ト
ー

ン
さ
ん

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

タ
イ
王
国
の
古
都
ス
コ
ー
タ
イ

市
生
れ
。
17
歳
か
ら
岡
山
県
医
師

会
留
学
生
と
し
て
７
年
間
岡
山
へ

留
学
。
日
本
人
の
夫
と
国
際
結
婚

し
、
現
在
広
島
タ
イ
友
好
協
会
常

任
理
事
。
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

評
議
員
。
広
島
市
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
評
議
員
。
各
大
学
非
常

勤
講
師
。
１
９
９
９
年
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ

ア
ジ
ア
交
流
賞
受
賞
。

（
学
校
教
育
課
℡
820

５
６
２
０
）
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（蔚欝） 地元、熊野高校を通じて、地域と学校について考えていきます。

熊
野
高
等
学
校

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

イ
ー
ス
ト
カ
ロ
ラ
イ
ナ

大
学
生
来
校

た
そ
が
れ
の
窓
辺
に
み
ゆ
る
花
菖
蒲

独
り
の
吾
の
心
和
む
も

中

井

千
代
子

に
じ
み
く
る
涙
ふ
き
つ
つ
読
む
歌
集
「
窪
田
空
穂
」
は
祖
父
を
想
わ
す

原

森

喜
久
枝

父
母
在
り
て
は
ら
か
ら
集
い
し
杳
き
日
を

な
つ
か
し
み
お
り
グ
ミ
の
実
熟
れ
て

大

杉

徳

子

子
守
歌
わ
が
た
め
に
歌
う
午
前
二
時

か
す
れ
し
声
が
闇
に
消
え
ゆ
く

中

本

寿
美
子

賜
わ
り
し
歌
集
「
春
蘭
」
繙
ひ
も
と

け
ば

亡
き
師
の
笑え
ま
え
る
写
真
う
つ
し
え

の
あ
り

高

松

勝

子

待
ち
侘
び
し
紫
陽
花
の
花
咲
き
初
め
て

青
き
花
び
ら
梅
雨
の
雨
に
冴
ゆ
る

中

井

桂

子

く
ま
の
歌
壇

熊
野
町
短
歌
同
好
会


